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を満す Ek に正準共役な運動量 打上知k
●
∝ fk なる関係 を考慮して求めると
図-1 Ek-1PE G(q,k)e之qXnlZ,'q














このようにして得られた soliton の運動量 打Iが各粒子に如何なる変位 6xnを生じさ
せる演算子であるかを考えておこう｡































･ 9-諾 nk+ wk
方2 方2






























E - (T'0'+V'0))+I(Tkq)+ Vk'1')Ek.i(Tk'2)+vke))Elkfk. Ts C2)k
と分離される｡第-項は集団変数を全く含まない内部運動の部分であり,第三項及び第
四項は soliton のエネルギーを表す｡第二項は solitonと内部運動の相互作用項である｡
§4. solitonの分散関係
我々は式帥 こおいて簡単のために q≠q′の場合は q-q′のときに比較して無視する.
又系はほとんど縮退したフェルミ気体の場合に限るO更に我々は系を一次元であると仮
定するo E〆 はkカサ 分に小さい限りフェル ミ球の表面近くの粒子のみが励起される
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･ lN2V(q)+ 方 2 (誓 +剖 F.Ek





･lN2m {q,+方2(響 + 慧 ) ] 朗
特に Coulomb相互作用の場合には




ポテ ンシャル V(q)-4打e2/(q2+qc2) (q- k)を用いて
W(良)2-去 [4we2N2号 (1-i)2
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